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／
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イ
ン
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ

最
初
の
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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作
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ち
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／
ピ
ク
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／
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台
と
な
っ
た
人
々
／
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／
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ロ
サ
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／
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／
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の
出
現
／
ゲ
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ル
的
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が
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た
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も
の
／
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が
長
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た
マ
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カ
ム
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世
／
問
題
あ
る
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位
継
承
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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撃
／
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レ
―
と
合
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抵
抗
軍
の
主
体
は
平
民
／
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友
同
士
／

旗
幟
を
く
る
く
る
変
え
る
／「
か
も
し
れ
な
い
？
」／
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れ
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に
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／
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ラ
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と
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／
エ
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ワ
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没
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む
ブ
ル
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ス
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ク
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／
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目
の
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ま
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最
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最
悪
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／
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日
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に
逃
げ
た
エ
ド
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ー
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世
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コ
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ラ
ン
ド
王
国
の
誕
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ー
ブ
ロ
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ス
宣
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返
還
さ
れ
な
か
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言
の
成
就
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そ
し
て
現
代
へ
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王
妃
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落
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／
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／
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／
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／
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／
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ど
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／
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／
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／
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／
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／
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は
…
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／
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命
の
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は
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／
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で
き
た
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史
が
大
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ダンバー
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グラスゴー
アーバイン

エア

ア
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ン
デ
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ル

キ
ャ
リ
ッ
ク

スターリング

フォース川

ベリック

セント・アンドリューズ

キンタイア半島

イングランド

ハイランドハイランド

ローランド

ガ
ー
モ
ラ
ン

スクーン
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ネス湖

バノックバーン
スターリング
バノックバーン

セルカーク

スコットランドの
歴史的重要地

スコットランド王家とイングランド王家の合体

ヘンリー７世

マーガレット・
テューダー

ジェイムズ
２世

オレンジ公
ウィリアム
２世

ウィリアム３世 メアリ２世 アン

メアリ アン

マーガレット

ダーンリー卿

エリザベス

ソフィア

ライン宮中伯フレデリック

ハノーヴァー
選帝侯

エルンスト・
アウグスト

ジョージ１世（ゲオルク）

アーチボルド・
ダグラス

ジェイムズ１世
（1406-1437）

ジェイムズ２世
（1437-1460）

ジェイムズ３世
（1460-1488）

（1485-1509）

メアリ１世
（1553-1558）

エリザベス
１世

（1558-1603）

エドワード
６世

（1547-1553）

ヘンリー８世
（1509-1547）

ジェイムズ４世
（1488-1513）

ジェイムズ５世（1513-1542）

メアリ・スチュアート
（1542-1567）

ジェイムズ６世／１世（1603-1625）

チャールズ１世
（1625-1649）

チャールズ
２世

（1649-1685） （1685-1689）

（1689-1702）

ウィリアム４世
（1830-1837）

（1689-1694）（1702-1714）

（1714-1727）

ジョージ２世（1727-1760）

ジョージ３世（1760-1820）

ジョージ４世（1820-1830）

ヴィクトリア（1837-1901）

エドワード７世（1901-1910）

ジョージ５世（1910-1936）

エドワード８世（1936） ジョージ６世（1936-1952）

エリザベス２世（1952-）

エドワードヴィクトリア

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家

テ
ュ
ー
ダ
ー
家

ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
家

ウィンザー家と改称

サックス・コーバーク・
ゴータ家

イングランド

スコットランド
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上記①～㉛までの王の内で、㉚マーガレット（ノルウェーの乙女）を除く30人の王がスク
ーン修道院の運命の石に座って、スコットランド王として戴冠した。
また、42ジェイムズ6世はウェストミンスター・アベイの運命の石が収められた戴冠の椅
子に座って、イングランドとスコットランド同君連合の王ジェイムズ1世として戴冠した。
以降、現エリザベス2世女王まで全ての王はウェストミンスター・アベイの戴冠の椅子に
座って戴冠の儀式を執りおこなっている。

＊（ ）は在位スコットランド王

 アルピン家

① ケニス・マカルピン（843-859）
② ドナルド１世（859-863）
③ コンスタンティン１世（863-877）
④ エイ（877-878）
⑤ ヨーカ（878-889）
⑥ ドナルド２世（889-900）
⑦ コンスタンティン２世（900-942）
⑧ マルカム１世（942-954）
⑨ インダルフ（954-962）

 カンモア家

⑲ マルカム３世
　 （カンモア、1058-1093）
⑳ ドナルド３世（1093-1094）
㉑ ダンカン２世（1094）
㉒ ドナルド３世（1094-1097）
㉓ エドガー（1097-1107）
㉔ アレグザンダー１世（1107-1124）
㉕ デイヴィッド１世（1124-1153）
㉖ マルカム４世（1153-1165）
㉗ ウィリアム１世（1165-1214）
㉘ アレグザンダー２世（1214-1249）
㉙ アレグザンダー３世（1249-1286）
㉚ マーガレット
　 （ノルウェーの乙女、1286‐1290）
㉛ ジョン・ベイリオル（1292-1296）

 ブルース家

32 ロバート１世（1306-1329）
33 デイヴィッド２世（1329-1371）

 スチュアート家

34 ロバート２世（1371‐1390）
35 ロバート３世（1390-1406）
36 ジェイムズ１世（1406-1437）
37 ジェイムズ２世（1437-1460）
38 ジェイムズ３世（1460-1488）
39 ジェイムズ４世（1488-1513）
40 ジェイムズ５世（1513-1542）
41 メアリ・スチュアート （1542-1567）
42 ジェイムズ６世
（スコットランド王として1567-1625、同
君連合の王ジェイムズ1世として1603-
1625）

⑩ ダブ（962-967）
⑪ カレン（967-971）
⑫ ケニス２世（971-995）
⑬ コンスタンティン３世（995-997）
⑭ ケニス３世（997-1005）
⑮ マルカム２世（1005-1034）
⑯ ダンカン１世（1034-1040）
⑰ マクベス（1040-1057）
⑱ ルーラハ（1057-1058）
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13　プロローグ　スコットランドの魂

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
魂

一
風
変
わ
っ
た
宝
物

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
首
都
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
︒
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
こ
の
美
し
く
荘
厳
な
歴
史
都
市
の
顔

と
も
い
え
る
の
が
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
城
で
す
︒
そ
の
城
内
の
宮
殿
二
階
に
は
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
宝
器
を
収
め

た
ク
ラ
ウ
ン
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
あ
り
ま
す
︒
こ
こ
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
の
王
冠
︑
御
剣
︑
王お

う

笏し
や
くと

い
っ
た
︑
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
由
緒
あ
る
素
晴
ら
し
い
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

そ
ん
な
ク
ラ
ウ
ン
ル
ー
ム
に
一
風
変
わ
っ
た
︑
あ
る
﹁
宝
﹂
が
置
か
れ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
は
︑
重
さ
一
五
二

キ
ロ
グ
ラ
ム
︑
サ
イ
ズ
は
六
七
〇
×
四
二
〇
×
二
六
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
︑
ダ
イ
ヤ
も
ル
ビ
ー
も
エ
メ
ラ
ル
ド
も
︑

金
や
銀
も
装
飾
さ
れ
て
い
な
い
︑
ほ
ぼ
直
方
体
の
︑
な
ん
の
変
哲
も
な
い
︑
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
ふ
つ
う

の
石
︒
こ
れ
が
﹁
運
命
の
石
﹂︵Stone of D

estiny
︶
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
︒

　　

│
た
だ
の
石
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
宝
物
を
収
め
た
部
屋
に
あ
る
な
ん
て
︑
ど
う
い
う
こ
と
？

│
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14

　　

そ
う
思
う
人
が
い
て
も
全
く
不
思
議
は
な
い
で
し
ょ
う
︒
し
か
し
︑
一
見
と
て
も
宝
と
は
思
え
な
い
も
の
が

こ
こ
に
あ
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
︒
な
ぜ
な
ら
︑
運
命
の
石
は
王
冠
︑
御
剣
︑
王
笏
と
は
そ
も
そ
も
質
的

に
全
く
違
っ
た
︑
至
宝
な
ど
と
い
う
あ
り
き
た
り
の
言
葉
の
範は

ん

疇ち
ゆ
うを

は
る
か
に
超
え
た
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
魂
と
い
う
べ
き
大
切
な
存
在
だ
か
ら
で
す
︒

　

運
命
の
石
と
は
︑
い
っ
た
い
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
か
︒

「
運
命
の
石
」
と
い
う
名
の
由
来

　

ブ
リ
テ
ン
島
北
部
地
域
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
は
る
か
前
か
ら
︑
こ
の
地
域
の
代
々

の
王
た
ち
は
︑
こ
の
運
命
の
石
に
座
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
聖
な
戴
冠
の
儀
式
を
執
り
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

古
き
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
︑
王
に
ふ
さ
わ
し
い
正
し
い
血
統
の
者
が
座
る
と
石
は
声
を
出
し
て
呻う

め

き
︑
王
位
を

さ
ん

奪だ
つ

し
よ
う
と
た
く
ら
む
邪
よ
こ
し
まな

心
を
持
っ
た
者
が
座
る
と
︑
石
は
沈
黙
を
守
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
︒
つ
ま

り
︑
王
位
を
望
む
者
は
︑
そ
う
い
う
神
秘
的
な
力
を
も
つ
と
さ
れ
︑
そ
れ
ゆ
え
畏
敬
さ
れ
て
き
た
こ
の
石
の
審

判
を
経
て
初
め
て
︑
人
々
に
祝
福
さ
れ
た
王
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
︒

　

こ
の
石
は
な
に
ゆ
え
運
命
の
石
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
︒
大
事
な
点
で
す
︒
右
に
述
べ
た
王
を
審
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判
す
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
も
王
位
を
望
む
者
の
運
命
を
左
右
す
る
わ
け
で
︑
十
分
運
命
の
石
と
呼
ば
れ
て
も

い
い
気
が
し
ま
す
︒
が
︑
そ
う
呼
ば
れ
る
も
っ
と
直
接
的
な
理
由
が
あ
り
ま
す
︒

　

一
四
世
紀
の
終
わ
り
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
東
部
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
の
修
道
士
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ダ
ン
が

Chronicle of the Scottish N
ation

︵﹃
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
年
代
記
﹄︶
と
い
う
書
物
を
著
し
ま
し
た
︒
そ
の
な

か
に
︑
こ
の
石
に
ま
つ
わ
る
昔
か
ら
の
︑
次
の
有
名
な
予
言
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

“U
nless the fates are false, the Scots w

ill reign. W
here’er the fatal stone they find 

again.”

│
運
命
が
欺
か
な
い
限
り
︑
こ
の
石
の
あ
る
と
こ
ろ
︑
わ
れ
ら
ス
コ
ッ
ト
人
が
統
治
す
る
︒

│

 

︵﹃
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
年
代
記
﹄
第
一
巻
二
七
章　

筆
者
訳
︶

　

か
つ
て
運
命
の
石
に
は
こ
の
予
言
を
刻
ん
だ
金
属
プ
レ
ー
ト
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
︑
フ

ォ
ー
ダ
ン
の
本
に
表
さ
れ
た
﹁
運
命
﹂
と
い
う
言
葉
を
含
ん
だ
な
か
な
か
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
文
言
が
︑
そ
の

後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
年
代
記
モ
ノ
や
著
作
物
等
に
引
用
さ
れ
︑﹁
運
命
の
石
﹂
と
い
う
呼
び
名
が
定
着
し

て
い
っ
た
よ
う
で
す
︒
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な
お
︑
長
い
時
が
過
ぎ
た
あ
と
︑
こ
の
予
言
が
劇
的
に
輝
く
日
が
や
っ
て
き
ま
す
が
︑
そ
れ
は
ま
た
本
文
で

の
お
楽
し
み
と
い
う
こ
と
に
し
て
︑
こ
ん
な
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
運
命
の
石
は
︑
古

い
に
し
えか

ら
ず
っ
と
ブ
リ
テ
ン
島

北
部
地
域
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
︑
外
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
︒

旅
を
し
て
き
た
石

　

そ
も
そ
も
運
命
の
石
は
︑﹃
旧
約
聖
書
﹄﹁
創
世
記
﹂
に
登
場
す
る
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
族
長
ヤ
コ
ブ
が
枕
に
し
た

石
で
あ
る
と
い
う
︑
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
︒
ヤ
コ
ブ
は
ハ
ラ
ン
に
向
か
う
途
中
︑
ベ
テ
ル
︵
現

在
の
エ
ル
サ
レ
ム
の
北
に
あ
る
町
︶
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
た
と
き
︑
日
が
く
れ
た
の
で
︑
そ
こ
に
あ
っ
た
石
を

枕
に
し
て
眠
り
ま
し
た
︒
す
る
と
夢
の
な
か
に
神
が
立
ち
︑
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
ヤ
コ
ブ
は
以
降
︑
神
に
し
た

が
い
生
き
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
︒
つ
ま
り
枕
に
し
た
石
は
神
を
現
出
さ
せ
た
神
聖
な
も
の
で
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
こ
の
運
命
の
石
は
諸も

ろ

々も
ろ

の
理
由
で
パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
︑
ス
ペ
イ
ン
を
経
て
︑
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
伝
説
的
聖
地
で
あ
る
タ
ラ
の
丘
に
置
か
れ
ま
し
た
︒
石
は
旅
を
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
︒
そ
し
て

六
世
紀
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
︵
ス
コ
ッ
ト
人
︶
の
キ
リ
ス
ト
教
高
位
修
道
士
と
と
も
に
︑
ブ
リ
テ
ン
島
北
部
地

域
の
ア
イ
オ
ナ
島
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
︒

　

と
︑
こ
こ
ま
で
は
信
じ
る
も
信
じ
な
い
も
自
由
の
説
話
・
伝
説
の
領
域
で
す
︒
し
か
し
︑
九
世
紀
の
な
か
ご
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ろ
︑
ブ
リ
テ
ン
島
北
西
部
の
ス
コ
ッ
ト
人
の
ダ
ル
リ
ア
ダ
王
国
と
北
東
部
の
ピ
ク
ト
人
の
王
国
が
統
合
さ
れ
︑

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
の
原
型
で
あ
る
ア
ル
バ
王
国
が
誕
生
す
る
と
︑
石
は
こ
の
新
王
国
の
首
都
で
あ
る
ス
ク

ー
ン
に
移
さ
れ
ま
す
︒
運
命
の
石
が
ス
ト
ー
ン
・
オ
ブ
・
ス
ク
ー
ン
︵Stone of Scone

︶
と
も
呼
ば
れ
る
の
は

そ
の
た
め
で
す
が＊

１

︑
も
う
こ
の
あ
た
り
は
伝
説
で
は
な
く
︑
歴
史
の
世
界

で
す
︒

　

以
来
︑
ス
ク
ー
ン
で
最
初
に
運
命
の
石
に
座
っ
た
ケ
ニ
ス
・
マ
カ
ル
ピ

ン
か
ら
︑
一
三
世
紀
末
の
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
リ
オ
ル
ま
で
︑
三
一
人
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
の
う
ち
︑
ほ
と
ん
ど
の
王
が
こ
の
石
に
座
り
ま
し
た

︵
一
二
ペ
ー
ジ
表
参
照
︶︒
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
で
有
名
な
マ
ク
ベ
ス
も
座
り
ま

し
た
︒
も
っ
と
も
︑
あ
の
史
劇
で
描
か
れ
た
マ
ク
ベ
ス
は
︑
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
創
作
で
す
が
︒
と
も
あ
れ
︑
い
つ
し
か
運
命
の
石
は
歴
史
に
存
在

す
る
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
象
徴
︑
魂
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
︒

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
奪
い
取
る

　

と
こ
ろ
が
一
二
九
六
年
︑
大
変
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
︒
と
ん
で
も
な

運命の石 （写真：PA Images / Alamy Stock Photo）
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い
剛
の
男
が
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
こ
れ
ま
で
対
し
た
こ
と
も
な
い
強
力
な
騎
兵
を
中
核
と
し
た
大
軍
を
率

い
て
南
か
ら
侵
攻
し
て
き
ま
し
た
︒
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
で
す
︒

　

東
ロ
ー
マ
皇
帝
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
に
も
た
と
え
ら
れ
た
卓
越
し
た
行
政
官
で
あ
る
と
同
時
に
︑
天
才
的
な

軍
事
指
揮
官
で
あ
っ
た
こ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
は
︑
そ
れ
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
押
さ
れ
な
が
ら
も
独
立
は

な
ん
と
か
保
っ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
蹂じ

ゆ
う

躙り
ん

し
ま
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
と
う
と
う

独
立
を
失
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
運
命
の
石
は
︑
征
服
の
証あ

か
しと

し
て
エ

ド
ワ
ー
ド
一
世
に
ス
ク
ー
ン
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
と
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
︒

　

が
︑
世
の
中
︑
先
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
も
の
︒
だ
か
ら
こ
そ
歴
史
は
面
白
い
と
い
う
か
ス
リ
リ
ン
グ
と

い
う
か
︒
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
そ
れ
で
も
つ
い
て
い
た
の
は
︑
こ
ん
な
歴
代
最
強
最
優
秀
と
の
評
価
が
あ
る
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
跡
取
り
息
子
で
次
代
の
王
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
と
な
る
男
が
︑
父
と
は
ま

っ
た
く
真
逆
の
︑
英
国
史
一
︑
二
を
争
う
愚
王
で
し
た
︒
加
え
て
当
の
勇
猛
王
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
は
︑
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
を
征
服
し
た
こ
ろ
は
人
生
の
終
盤
に
差
し
か
か
っ
て
お
り
︑
病
も
か
か
え
て
い
ま
し
た
︒

　

ほ
ど
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
反
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
勢
力
が
盛
り
返
し
︑
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
は
再
び
遠
征
に
赴

く
も
の
の
︑
途
上
の
陣
中
で
没
し
ま
す
︒
そ
の
直
前
︑
老
王
は
死
の
床
に
息
子
を
呼
び
︑
自
分
が
死
ん
だ
ら
こ

の
身
を
大
釡
で
茹ゆ

で
︑
皮
や
肉
を
す
べ
て
剝
ぎ
骸
骨
に
し
て
袋
に
入
れ
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
の
戦
場
に
い
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つ
も
持
ち
運
べ
︑
そ
う
す
れ
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
お
そ
れ
を
な
し
て
わ
が
軍
は
常
に
勝
つ
と
︑
鬼
神
の
ご

と
き
遺
言
を
残
し
た
そ
う
で
す
︒
あ
の
五ご

丈じ
よ
う

原げ
ん

の
戦
い
で
︑
自
分
そ
っ
く
り
の
人
形
を
作
り
軍
の
先
頭
に
立

て
よ
と
言
い
残
し
て
病
没
し
た
と
伝
わ
る
諸し

よ

葛か
つ

孔こ
う

明め
い

を
も
凌し
の

ぐ
よ
う
な
猛
将
ぶ
り
で
す
︒

　

し
か
し
そ
ん
な
父
親
の
凄す

さ

ま
じ
い
遺
言
を
も
聞
か
ず
戦
い
が
い
や
で
仕
方
が
な
い
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
は
︑
父

が
死
ぬ
と
さ
っ
さ
と
撤
退
命
令
を
発
し
︑
軍
を
ロ
ン
ド
ン
へ
引
き
上
げ
ま
し
た
︒
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
服
従
さ
せ
る
勝
機
を
永
遠
に
失
い
ま
し
た
︒

　

エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
亡
き
あ
と
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
が
こ
ん
な
人
物
だ
っ
た
幸
運
も
あ
り
︑
ロ
バ
ー
ト
・
ブ

ル
ー
ス
︵
ロ
バ
ー
ト
一
世
︶
率
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
は
︑
こ
の
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
戦
争
﹂
と

呼
ば
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
史
上
最
大
の
危
機
を
戦
い
抜
き
︑
勝
利
し
︑
独
立
を
再
び
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒

　

け
れ
ど
も
ブ
ル
ー
ス
た
ち
は
︑
い
っ
た
ん
奪
わ
れ
た
運
命
の
石
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
︒

そ
の
ま
ま
ず
っ
と
︑
運
命
の
石
は
﹁
敵
地
﹂
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ベ
イ
︵
寺
院
︶
に
置
か

れ
た
ま
ま
で
し
た
︒



初校
再校
責了

（20）

新書６月刊　スコットランド全史
� P. 20

集英社
179.0

218.0
×１

20

故
郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ

　

そ
れ
か
ら
長
い
時
間
が
︑
本
当
に
長
い
時
間
が
経た

っ
た
一
九
九
六
年
七
月
四
日
︒
イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
﹁
ザ
・

タ
イ
ム
ズ
﹂
の
一
面
に
︑
あ
る
記
事
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
ド
ン
と
出
現
し
ま
し
た
︒

　

“Stone of Scone goes hom
e to Scotland after 700 years”

│
ス
ト
ー
ン
・
オ
ブ
・
ス
ク
ー
ン
︑
七
〇
〇
年
の
と
き
を
経
て
故
郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ

│

　　

そ
う
︑
こ
の
記
事
が
載
る
前
日
の
七
月
三
日
︒
当
時
の
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ジ
ャ
ー
英
国
首
相
は
運
命
の
石
を
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
返
す
こ
と
を
英
国
議
会
で
表
明
し
ま
し
た
︒
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
強

奪
し
て
七
〇
〇
年
後
の
こ
と
で
す
︒

　

私
事
で
す
が
︑
筆
者
は
こ
の
と
き
Ｕ
Ｃ
Ｌ
︵
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
＝
ロ
ン
ド
ン
大
学
︶
の
史

学
科
大
学
院
に
留
学
中
で
︑﹁
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
﹂
紙
よ
り
値
段
が
多
少
安
く
︑
内
容
も
同
紙
と
比
べ
大

衆
寄
り
の
﹁
タ
イ
ム
ズ
﹂
紙
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
買
っ
て
い
ま
し
た
︒
そ
の
日
も
大
学
へ
行
く
途
中
で
求
め
た

﹁
タ
イ
ム
ズ
﹂
紙
を
見
︑
突
然
七
〇
〇
年
を
飛
び
超
え
て
目
前
に
現
れ
た
運
命
の
石
と
い
う
歴
史
に
︑
時
空
感
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が
麻ま

痺ひ

す
る
よ
う
な
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
︒

　

そ
れ
か
ら
四
カ
月
ほ
ど
後
の
一
九
九
六
年
一
一
月
一
五
日
︒
筆
者
は
そ
の
こ
ろ
住
ん
で
い
た
ロ
ン
ド
ン
北
部

フ
ィ
ン
チ
リ
ー
・
セ
ン
ト
ラ
ル
の
自
宅
フ
ラ
ッ
ト
で
︑
じ
っ
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ
中
継
を
見
て
い
ま
し
た
︒
一

台
の
車
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
北
上
し
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
車
を
︑
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

を
搭
載
し
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
か
ら
追
い
︑
刻
々
と
映
像
を
生
で
送
っ
て
い
ま
す
︒
運
命
の
石
を
運
ぶ
車

で
し
た
︒

　

や
が
て
車
は
︑
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
境
界
を
︑
い
え
︑
両
地
域
の
歴
史
的
経
緯
を
考
え
れ

ば
国
境
と
言
っ
て
も
い
い
エ
リ
ア
を
流
れ
る
ツ
イ
ー
ド
川
に
至
り
ま
す
︒
そ
し
て
そ
こ
に
架
か
る
橋
の
な
か
ほ

ど
で
簡
単
な
引
き
渡
し
式
を
終
え
る
と
︑
車
は
再
び
動
き
出
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
の
﹁
国
境
の
町
﹂
コ
ー
ル

ド
ス
ト
リ
ー
ム
に
入
り
ま
し
た
︒
す
る
と
︑
ど
う
で
し
ょ
う
︒
人
々
が
次
か
ら
次
へ
と
道
路
沿
い
に
出
て
き
て
︑

あ
る
人
々
は
車
と
並
走
し
な
が
ら
︑
ま
た
あ
る
人
は
手
を
振
っ
て
︑
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
へ
と
向
か
う
車
を
見
送
っ

て
い
ま
す
︒

　

驚
く
べ
き
光
景
で
し
た
︒
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
北
上
し
て
い
る
と
き
は
沿
道
に
出
て
車
を
見
る
人
を
テ
レ
ビ
で

確
認
で
き
な
か
っ
た
の
に
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
入
っ
た
途
端
︑
こ
う
な
の
で
す
︒
そ
の
後
も
ず
っ
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
内
を
進
む
車
の
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
ま
し
た
が
︑
沿
道
で
迎
え
る
人
た
ち
の
姿
が
途
絶
え
る
こ
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と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
が
い
だ
く
運
命
の
石
へ
の
思
い
を
︑
こ
の
と
き
︑
垣か
い

間ま

見み

た
気
が
し
ま
し
た
︒

　

冒
頭
で
述
べ
た
︑
い
ま
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
城
の
ク
ラ
ウ
ン
ル
ー
ム
に
展
示
さ
れ
て
い
る
運
命
の
石
は
︑
こ
う
い

う
経
緯
で
故
郷
に
戻
っ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
︒
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
︑
現
代
に
な
っ
て
運
命
の
石
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
返
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
︒
単
な
る
英
国
政
府
の
思
い
つ
き
で
︑
突
然
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
︒
必
ず
理
由
が
あ
り
ま
す
︒

現
代
に
な
っ
て
な
ぜ
返
還
？

　

今
日
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
独
自
の
議
会
と
政
府
が
あ
り
ま
す
︒
国
︵
Ｕ
Ｋ
＝U

nited K
ingdom

 of Great 

Britain and N
orthern Ireland

︶
が
権
限
を
留
保
す
る
憲
法
事
項
︑
防
衛
︑
外
交
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

を
の
ぞ
き
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
は
保
健
衛
生
︑
教
育
︑
運
輸
︑
経
済
開
発
︑
投
資
︑
観
光
な
ど
多
彩
な

分
野
に
関
す
る
第
一
次
立
法
権
が
付
与
さ
れ
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
こ
れ
ら
を
担
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
︒
一
九
九
七
年
に
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
て
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
筆
頭
に
ウ
ェ
ー
ル

ズ
︑
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
っ
た
Ｕ
Ｋ
を
構
成
す
る
各
地
域
の
地
域
分
権
拡
大
が
進
み
ま
し
た
︒

　

こ
う
し
た
地
域
分
権
拡
大
に
至
っ
た
背
景
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
︑
と
く
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
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は
一
九
七
〇
年
代
以
降
︑
自
治
権
要
求
︑
議
会
設
置
要
求
の
一
層
の
高
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
︒
と
り
わ
け
北
海

油
田
の
開
発
の
進
捗
で
経
済
的
自
立
に
も
自
信
を
持
っ
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
︑
自
治
権
獲
得
要
求
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
︑
さ
ら
に
先
鋭
な
自
立
要
求
︑
す
な
わ
ち
Ｕ
Ｋ
か
ら
離
脱
し
て
独
立
を
目
指
す
声
が
徐
々
に
膨

ら
み
つ
つ
あ
り
ま
し
た
︒

　

そ
ん
な
流
れ
の
な
か
で
の
運
命
の
石
返
還
決
定
だ
っ
た
の
で
す
︒
こ
れ
が
英
国
中
央
政
府
の
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
人
々
を
な
だ
め
る
政
策
の
一
つ
︑
つ
ま
り
﹁
ア
メ
﹂
だ
っ
た
と
見
て
も
︑
あ
な
が
ち
は
ず
れ
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
︒﹁
運
命
の
石
を
返
す
か
ら
︑
あ
ま
り
わ
が
ま
ま
を
い
わ
な
い
で
﹂
と
で
も
い
う
か
︒
七

〇
〇
年
経
っ
て
担
ぎ
出
さ
れ
た
運
命
の
石
は
︑
だ
か
ら
歴
史
的
遺
物
︵relic

︶
で
あ
る
と
言
い
き
っ
て
し
ま
え

る
よ
う
な
︑
役
目
を
と
う
に
終
え
た
も
の
で
は
な
い
︑
と
い
う
こ
と
で
す
︒

自
治
拡
大
か
ら
独
立
へ

　

そ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
動
き
は
︑
運
命
の
石
が
戻
っ
て
き
て
か
ら
も
︑
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
︒
い

や
︑
む
し
ろ
戻
っ
て
き
た
あ
た
り
か
ら
︑
さ
ら
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
火
が
つ
い
た
観
が

あ
り
ま
す
︒

　

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
は
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
域
で
Ｕ
Ｋ
離
脱
を
問
う
住
民
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒
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こ
う
い
う
法
的
な
拘
束
力
が
あ
る
︑
大
切
な
事
柄
を
問
う
住
民
投
票
は
英
国
首
相
の
承
諾
︑
す
な
わ
ち
英
国
中

央
政
府
の
同
意
が
な
い
と
実
施
で
き
ま
せ
ん
︒
中
央
政
府
に
は
住
民
投
票
を
止
め
る
た
め
の
奥
の
手
が
あ
る
の

で
す
︒

　

し
か
し
こ
の
と
き
︑
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
︑
事
前
の
世
論
調
査
で
独
立
反
対
派
が
多
数
を

取
る
と
い
う
確
証
が
あ
っ
た
の
で
︑
よ
し
︑
と
住
民
投
票
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
ま
し
た
︒
が
︑
ふ
た
を
開
け

て
み
れ
ば
︑
大
接
戦
︒
辛
う
じ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
︑
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
冷

や
汗
も
の
で
し
た
︒

　

そ
し
て
二
〇
二
一
年
五
月
六
日
︒
こ
の
日
投
票
が
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
で
︑
二
〇
二
〇

年
に
亡
く
な
っ
た
名
優
シ
ョ
ー
ン
・
コ
ネ
リ
ー
も
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
︵Scottish N

ational Party

＝
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
︶
を
主
体
と
す
る
独
立
賛
成
派
は
︑
と
う
と
う
議
会
の
過
半
数
を
制
し
ま
し
た
︒
少
な
く

と
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
は
︑
彼
ら
の
議
会
選
挙
を
見
る
限
り
︑
独
立
の
選
択
を
し
ま
し
た
︒
Ｕ
Ｋ
離
脱

へ
の
動
き
は
新
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
の
で
す
︒

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
こ
れ
に
勢
い
を
得
て
︑
再
度
の
住
民
投
票
を
求
め
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
︒
中

央
政
府
は
前
回
肝
を
冷
や
し
ま
し
た
か
ら
︑
こ
ん
な
状
態
に
な
っ
て
は
︑
も
ち
ろ
ん
簡
単
に
Ｏ
Ｋ
を
出
す
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
︒
国
防
の
要
で
あ
る
英
国
唯
一
の
戦
略
核
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た
原
子
力
潜
水
艦
の
基
地
を
も



初校
再校
責了

（25）

新書６月刊　スコットランド全史
� P. 25

集英社
179.0

218.0
×１

25　プロローグ　スコットランドの魂

つ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
出
て
行
か
れ
て
は
︑
英
国
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

役
目
を
終
え
た
歴
史
的
遺
物
？

　

け
れ
ど
も
他
方
で
︑
英
国
︵
Ｕ
Ｋ
︶
自
体
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決
め
て
い
ま
す
︒
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
抗
争
の
歴

史
か
ら
敵
の
敵
は
味
方
と
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
天
敵
フ
ラ
ン
ス
と
古
く
よ
り
同
盟
を
結
び
︑

共
同
で
こ
の
敵
と
戦
っ
て
き
ま
し
た
︒
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
伝
統
的
に
親
フ
ラ
ン
ス
で
あ
り
︑
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離

脱
に
は
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
ま
し
た
︒

　

も
し
仮
に
再
び
住
民
投
票
が
行
わ
れ
れ
ば
︑
今
度
こ
そ
独
立
派
が
勝
つ
の
で
し
ょ
う
か
︒
い
や
︑
前
回
が
そ

う
だ
っ
た
よ
う
に
︑
住
民
投
票
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
と
は
ま
た
別
物
で
す
︒
独
立
の
是
非
は
人
々

が
本
気
に
な
っ
て
︑
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
る
こ
と
で
し
ょ
う
︒
Ｕ
Ｋ
か
ら
離
脱
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
未
来
が

本
当
に
ど
う
な
っ
て
い
く
か
わ
か
ら
な
い
︑
保
証
も
な
い
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
大
変
な
選
択
に
な

る
は
ず
で
す
︒

　

そ
れ
で
も
︑
も
し
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
て
し
ま
っ
た
場
合
︑
運
命
の
石
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
︒

か
つ
て
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
は
こ
の
石
を
ロ
ン
ド
ン
に
持
ち
帰
る
と
︑
そ
れ
が
座
板
の
下
に
収
ま
る
特
別
の
戴
冠

の
椅
子
と
い
う
も
の
を
職
人
に
作
ら
せ
ま
し
た
︒
以
来
︑
歴
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
は
こ
の
戴
冠
の
椅
子
に
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座
っ
て
︑
つ
ま
り
椅
子
の
座
板
を
間
に
じ
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
︑
一
応
運
命
の
石
に
座
る
と
い
う
形
に
な
っ

て
︑
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・
ア
ベ
イ
で
戴
冠
式
を
挙
行
し
て
き
ま
し
た
︒
現
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
女
王
も
こ
の

椅
子
に
座
っ
て
戴
冠
し
て
お
り
︑
そ
の
際
の
写
真
も
し
っ
か
り
残
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
ん
な
歴
史
的
経
緯
も
あ
り
︑
英
国
中
央
政
府
は
運
命
の
石
を
返
す
と
き
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
に
あ
る
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
︒
次
の
英
国
君
主
が
戴
冠
す
る
と
き
︑
石
を
一
時
的
に
貸
し
て
ほ
し
い
と
︒
こ
れ
ま
で
の

伝
統
に
則の

つ
とっ

て
石
を
ま
た
戴
冠
の
椅
子
に
収
め
て
︑
新
国
王
の
戴
冠
式
を
挙
行
し
た
い
と
︒

　

も
し
も
こ
の
と
き
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
Ｕ
Ｋ
を
離
脱
し
て
い
て
独
立
国
に
な
っ
て
い
た
ら
︑﹁
外
国
﹂
の
英

国
に
運
命
の
石
を
す
ん
な
り
貸
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
︒
な
に
か
︑
ひ
と
悶も

ん

着ち
や
く

起
き
そ
う
で
す
︒
い
や
︑

独
立
し
て
お
ら
ず
現
状
と
変
わ
り
な
く
と
も
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
素
直
に
運
命
の
石
を
新
君
主
の
戴
冠
式
に
︑

一
時
的
に
貸
す
こ
と
を
承
知
す
る
で
し
ょ
う
か
︒

　

再
度
言
い
ま
す
が
運
命
の
石
を
め
ぐ
る
問
題
は
︑
決
し
て
終
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
︒
こ
の
石
は
︑
過
去
か
ら

の
︑
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
関
係
の
︑
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
の
は
確
か
で

し
ょ
う
︒

運
命
の
石
は
英
国
史
の
カ
ギ
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本
書
は
こ
の
よ
う
な
︑
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
運
命
の
石
に
つ
い
て
語
っ
て
い
く
も
の
で
す
︒

ま
ず
運
命
の
石
が
ど
う
い
う
由
来
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
記
し
て
い
き
ま
す
︒
そ
れ
が
歴
史
的
に
は
確

認
し
よ
う
が
な
く
︑
常
識
的
に
は
史
実
と
は
と
て
も
言
い
が
た
い
も
の
で
も
︑
こ
の
石
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え

は
︑
迷
う
こ
と
な
く
紹
介
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
︒
な
ぜ
な
ら
そ
う
し
た
伝
説
や
説
話
の
類
い
は
︑
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
人
々
の
豊
か
な
創
造
力
が
産
み
出
し
た
文
化
遺
産
だ
か
ら
で
す
︒

　

そ
の
う
え
で
︑
ピ
ク
ト
人
︑
ス
コ
ッ
ト
人
と
称
さ
れ
る
ケ
ル
ト
の
ゲ
ー
ル
人
︑
ゲ
ー
ル
人
と
は
ま
た
違
う
ケ

ル
ト
の
ブ
リ
ト
ン
人
︑
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
︑
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
︑
そ
し
て
ノ
ル
マ
ン
人
と
︑
多
彩
な
人
々
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
が
出
現
し
て
く
る
ま
で
の
実
際
の
歴
史
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま

す
︒
豊
か
な
伝
説
に
包
ま
れ
た
運
命
の
石
を
擁
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
︑
現
実
に
は
ど
ん
な
道
を
辿た

ど

っ
て
き

た
の
か
︒
正
し
い
流
れ
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
︒

　

そ
う
歴
史
を
押
さ
え
て
か
ら
︑
前
述
の
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

独
立
戦
争
を
本
書
の
柱
の
一
つ
と
し
て
追
っ
て
み
ま
す
︒
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
運
命
の
石
の
強
奪
が
間
違
い

な
く
そ
の
は
じ
ま
り
の
一
つ
の
要
因
で
も
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
戦
争
は
︑
そ
れ
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側

に
つ
い
た
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
に
つ
い
た
り
︑
と
か
く
勢
い
と
利
の
あ
る
ほ
う
に
走
り
が
ち
だ
っ
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
貴
族
た
ち
を
団
結
さ
せ
ま
し
た
︒
今
日
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
意
識
は
︑
こ
の
戦
い
を
通
じ
て
形
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成
さ
れ
た
の
で
す
︒

　

も
ち
ろ
ん
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
︑
運
命
の
石
に
ま
つ
わ
る
動
き
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
︒
石
の
奪
還
を
叫

ぶ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
愛
国
者
た
ち
は
な
に
や
ら
行
動
を
開
始
し
ま
す
︙
︙
︒

　

な
ん
の
変
哲
も
な
い
た
だ
の
赤
色
砂
岩
︒
し
か
し
︑
こ
の
運
命
の
石
を
め
ぐ
る
ド
ラ
マ
は
︑
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
せ
め
ぎ
合
い
を
大
き
く
巻
き
込
ん
で
展
開
さ
れ
た
︑
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
ア
ン
グ
ル
か
ら

眺
め
る
︑
し
か
し
紛
れ
も
な
い
英
国
史
で
す
︒
そ
れ
で
は
︑
本
書
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

註＊
１　

ス
ク
ー
ン
︵Scone

︶
は
ス
コ
ー
ン
と
も
発
音
さ
れ
ま
す
︒
筆
者
が
か
つ
て
ロ
ン
ド
ン
で
耳
に
し
た
と
き
は
︑

地
名
を
い
う
場
合
は
ス
ク
ー
ン
が
︑
運
命
の
石
を
い
う
場
合
は
ス
ト
ー
ン
・
オ
ブ
・
ス
コ
ー
ン
と
言
っ
て
い
る
人
が

少
な
く
な
い
気
が
し
ま
し
た
︒
な
お
諸
説
あ
り
ま
す
が
︑
よ
く
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
で
出
て
く
る
イ
ギ
リ
ス
の
代

表
的
菓
子
の
ス
コ
ー
ン
は
︑
ス
ト
ー
ン
・
オ
ブ
・
ス
コ
ー
ン
に
名
も
形
も
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒




